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は
じ
め
に

一
九
三
七
年
六
月
、
日
中
戦
争
勃
発
直
前
の
東
京
で
「
海
外
超
現
実
主
義
作

品
展
」
と
題
さ
れ
た
小
さ
な
展
覧
会
が
幕
を
開
け
る
。
企
画
者
は
、
瀧
口
修
造

（
一
九
〇
三
〜
一
九
七
九
年
）
と
山
中
散
生
（
一
九
〇
五
〜
一
九
七
七
年
）。
瀧

口
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
（A

ndré	Breton	

一
八

九
六
〜
一
九
六
六
年
）
の
著
作
の
翻
訳
等
を
通
じ
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
へ
の

理
解
を
深
め
、
両
大
戦
間
か
ら
戦
後
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
の
理
論
的
主
導
者
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
詩
人
・
批
評
家
で
あ

る
。
と
く
に
六
〇
年
代
以
降
に
は
、
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ッ
サ
ン
や
デ
カ

ル
コ
マ
ニ
ー
の
制
作
な
ど
、
そ
の
活
動
は
造
形
的
な
領
域
に
も
及
ん
だ
。
山
中

も
ま
た
、
三
〇
年
代
初
頭
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
接
近
し
、
ポ
ー
ル
・
エ

リ
ュ
ア
ー
ル
（Paul	Éluard	

一
八
九
五
〜
一
九
五
二
年
）
ら
と
の
親
密
な
交

流
を
通
じ
て
独
自
の
制
作
活
動
を
行
っ
た
詩
人
で
あ
り
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

的
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

本
展
（
以
下
、
断
り
な
く
「
本
展
」
と
呼
ぶ
と
き
は
「
海
外
超
現
実
主
義
作

品
展
」
を
指
す
）
は
、
戦
前
の
早
い
時
期
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
理
念
と
実

践
に
深
く
関
わ
っ
た
瀧
口
と
山
中
が
企
画
し
た
初
め
て
の
総
合
的
な
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
展
と
し
て
、
先
行
研
究
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た

0

。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
展
覧
会
に
は
、
一
定
の
留
保
な
し
に
評
価
す
る
こ
と
を
難
し
く
す
る

幾
つ
か
の
特
徴
（
あ
る
い
は
偏
向
）
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
従
来
指
摘
さ
れ
る
通

り
、
こ
の
展
覧
会
は
対
外
的
に
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
国
際
展
」
と
い
う
仏
語
の

タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
総
計
約
四
百
点
の
出
品
作
に
は
国

内
の
作
家
に
よ
る
作
品
が
一
切
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
展
覧
会
の
国
内
向

け
名
称
が
あ
く
ま
で
「
海
外
0

0

超
現
実
主
義
作
品
展
」
で
あ
る
の
に
は
こ
う
し
た

背
景
が
あ
る
。
第
二
に
、
さ
ら
に
決
定
的
な
「
偏
向
」
で
あ
っ
た
の
は
、
本
展

「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
」（一
九
三
七
年
）に
お
け
る
複
製
写
真
展
示
の
意
義

─
─	

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
「
国
際
」
展
の
観
点
か
ら	

─
─

�
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の
出
品
作
の
ほ
と
ん
ど
が
写
真
、
そ
れ
も
多
く
が
絵
画
や
オ
ブ
ジ
ェ
等
の
複
製

写
真
（
創
作
写
真
と
区
別
し
、
造
形
作
品
を
撮
影
し
た
写
真
を
本
稿
で
は
便
宜

的
に
こ
う
記
す
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
本
展
の
二
つ

の
側
面
は
、
こ
の
展
覧
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
教
科
書
的
な

「
紹
介
」
で
あ
る
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

企
画
者
た
ち
自
身
の
言
説
が
そ
の
よ
う
な
評
価
を
強
化
し
て
き
た
面
も
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
展
覧
会
の
意
義
は
そ
の
啓
発
的
性
格
に
の
み
還
元
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
こ
の
展
覧
会
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
造
形
分
野
で
の

包
括
的
展
望
を
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
、
日
本
の
若
き
芸
術
家
た
ち
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
日
本
で
初
め
て
海
外
の

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
の
実
作
が
他
の
「
フ
ラ
ン
ス
前
衛
美
術
」
と
と
も
に

展
示
さ
れ
た
「
巴
里
・
東
京
新
興
美
術
展
覧
会
」（
一
九
三
二
年
、
東
京
府
美

術
館
、
以
後
巡
回
）
以
降
、
欧
米
の
最
新
動
向
を
紹
介
す
る
際
立
っ
た
美
術
展

が
開
催
さ
れ
ず
、
世
界
的
な
不
況
の
さ
な
か
美
術
家
た
ち
の
パ
リ
留
学
・
遊
学

も
減
少
し
て
い
た
時
期
、
本
展
が
「
青
年
美
術
家
た
ち
に
と
っ
て
あ
た
か
も
砂

漠
に
ま
か
れ
た
水
の
よ
う
に
す
ば
や
く
浸
透
し
て
い
っ
た
」
こ
と
も
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る

1

。
あ
る
い
は
、
不
安
定
な
国
際
情
勢
の
な
か
、
作
品
輸
送
の

問
題
な
ど
現
実
的
な
制
約
を
無
視
し
て
先
の
「
偏
向
」
を
考
察
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
と
は
い
え
本
稿
は
、
本
展
に
こ
れ
ま
で
与
え
ら
れ
て
き
た
評
価
や
時

代
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ま
だ
残
さ
れ
た
論
点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
問
題
意
識
か
ら
出
発
し
た
い
。

本
展
が
開
催
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
の
美
術
に
つ
い
て
は
、
五
十
殿

利
治
の
研
究
を
中
心
に
、
す
で
に
豊
か
な
蓄
積
が
あ
る
。
同
時
代
に
お
け
る

本
展
の
位
置
づ
け
も
ま
た
、
様
々
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方

で
、
改
め
て
確
認
す
れ
ば
、
本
展
は
一
九
三
五
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
や
テ

ネ
リ
フ
ェ
で
の
大
規
模
展
以
降
、
一
九
三
六
年
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
国
際

展
（
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
・
バ
ー
リ
ン
ト
ン
画
廊
、
以
下
ロ
ン
ド
ン
展
）
に
続

く
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
で
あ
る

2

。
と
り
わ
け
瀧
口
は
、
ロ
ン
ド
ン
展
へ
の
参

加
を
ブ
ル
ト
ン
か
ら
打
診
さ
れ
な
が
ら
そ
の
招
待
状
を
受
け
取
り
損
ね
て
お

り
、
そ
の
こ
と
が
「
か
え
す
が
え
す
も
残
念
」
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
展
の
詳
細

を
『
み
づ
ゑ
』
誌
上
で
報
告
し
て
い
る

3

。
よ
っ
て
、
東
京
で
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
展
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
国
際
展
」
と
な
り
う
る
こ
と
を
十
分
に
意
識
し

て
い
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い

4

。
実
際
、
こ
の
展
覧
会
の
仏
語
タ
イ
ト
ル

（「Exposition	internationale	du	surréalism
e

」）
は
、
他
の
国
際
展
の
そ

れ
と
揃
え
ら
れ
て
い
る
。【
図
１
】
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち

に
と
っ
て
も
、

こ
の
展
覧
会
が

一
連
の
国
際
展

に
連
な
る
も
の

で
あ
り
、
何
よ

り
シ
ュ
ル
レ
ア

リ
ス
ム
の
国
際

図1　 「海外超現実主義作品展」
フランス語版招待状
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3

化
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
東
京
展
の
ポ
ス
タ
ー
が
一
九
三
八
年

パ
リ
で
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
国
際
展
（
パ
リ
、
ボ
ザ
ー
ル
画
廊
、
以
下
パ
リ

展
）
で
他
の
重
要
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
の
資
料
と
と
も
に
掲
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
【
図
２
】。

こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
に
み
れ
ば
本
展
は
、
ロ
ン
ド
ン
展
と
パ
リ
展
の
狭
間

に
位
置
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
国
際
展
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い

た
企
画
者
に
と
っ
て
、
本
展
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
紹
介
の
み
な
ら
ず
、
積

極
的
な
応
答
や
実
践
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
複
製
写
真
の
展
示
と
い

う
本
展
の
「
偏
向
」
に
こ
そ
着
目
す
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
が
、
本
展
の
評
価
を

め
ぐ
る
逆
説
─
─
複
製
写
真
が
多
か
っ
た
と
は
い
え

0

0

0

0

重
要
な
展
覧
会
で
あ
る
と

い
う
評
価
─
─
の
起
因
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
理
念
の
核
心
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か

ら
で
あ

る
。
よ
っ

て
本
稿
で

は
、
本
展

の
展
示
の

場
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト

や
展
示
手
法
を
踏
ま
え
つ
つ
、
複
製
写
真
を
展
示
す
る
こ
と
が
当
時
の
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
持
ち
得
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
本
稿
で
は
、
具
体
的
な
出
品
作
の
展
示
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
展
覧
会
そ

れ
自
体
が
そ
の
展
示
形
式
に
お
い
て
、
い
か
な
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
実
践

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
論
点
と
な
る
。
だ
が
そ
の
前
に
、
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
論
点
が
提
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
本
展
が
国
内
外
の

ど
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

展
覧
会
の
概
要
と
そ
の
目
的
や
背
景
、
受
容
等
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

一　

展
覧
会
の
概
要

「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
」
は
、
一
九
三
七
年
六
月
九
日
か
ら
一
四
日
ま

で
、
東
京
・
銀
座
の
日
本
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
た

5

。
こ
の
後
、
京
都
や
名
古
屋

ほ
か
に
巡
回
し
て
い
る
が
、
各
々
の
都
市
で
主
催
や
企
画
者
の
関
与
の
度
合
い

は
異
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
論
点
を
明
確
に
す
る
た
め
東
京
展
の
み
を
採

り
上
げ
る
が
、
東
京
展
の
開
催
当
時
、
山
中
は
名
古
屋
に
住
ん
で
お
り
、「
展

覧
会
開
催
に
つ
い
て
の
基
本
事
項
」
を
瀧
口
（
と
後
述
す
る
後
援
者
・
大
下
正

男
）
に
す
べ
て
委
任
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
必
然
的

に
瀧
口
の
言
説
に
よ
り
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る

6

。

瀧
口
と
山
中
が
展
覧
会
組
織
に
あ
た
り
協
力
を
求
め
た
大
下
正
男
は
、
当
時

図2　 シュルレアリスム国際展 会場
写真（1938年、ボザール画廊、
パリ）
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春
鳥
会
が
発
行
し
て
い
た
『
み
づ
ゑ
』
の
編
集
長
で
あ
っ
た
。
彼
に
白
羽
の
矢

を
立
て
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当
時
『
み
づ
ゑ
』
や
『
ア
ト
リ
ヱ
』
誌
が
毎
号
の

よ
う
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
造
形
作
品
と
理
論
を
紹
介
し
て
い
た
時
期
で
あ

る
か
ら
と
山
中
は
回
想
し
て
い
る
が

7

、
加
え
て
、
お
そ
ら
く
カ
タ
ロ
グ
制
作
を

見
据
え
て
の
戦
略
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
展
で
は
、
出
品
目
録
を
主

と
す
る
小
冊
子
（
会
期
中
配
本
）
の
ほ
か
に
、『
み
づ
ゑ
』
の
臨
時
増
刊
と
い

う
か
た
ち
で
『A

LBU
M
	SU
RRÉA

LIST
E

─
─
海
外
超
現
実
主
義
作
品
集
』

（
以
下
、『
ア
ル
バ
ム
』）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る

8

。
こ
の
『
ア
ル
バ
ム
』
は
、
展

覧
会
の
実
質
的
な
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
機
能
す
る
図
版
集
で
あ
る
が
、
展
覧
会
開

催
に
先
立
ち
五
月
に
は
す
で
に
印
刷
・
発
行
さ
れ
て
い
る
。
本
展
企
画
者
た
ち

は
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
に
当
初
か
ら
重
き
を
置
き
、
展
覧
会
の
表
象
／
代
理

（
レ
プ
リ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
と
し
て
扱
っ
た
。
実
際
、
一
部
英
仏
併
記
の
こ

の
ア
ル
バ
ム
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
は
日
本
で
の

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
国
際
展
」
を
理
解
し
、
受
容
し
、
称
賛
し
た

9

。

そ
も
そ
も
本
展
は
、
先
述
の
巴
里
新
興
美
術
展
に
触
発
さ
れ
た
山
中
が
、
一

九
三
三
年
か
ら
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
と
そ
の
後
長
期
間
に
わ
た
る
文
通
を
開
始
し
、

彼
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
日
本
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
を
開
催
す
る
と
い

う
着
想
を
得
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
瀧
口
も
同
時
期
に
ブ
ル
ト
ン
を
通
じ
て

同
様
の
企
画
を
考
え
て
お
り

A

、
最
終
的
に
は
一
九
三
七
年
、
山
中
と
瀧
口
の
協

働
に
よ
り
、
本
邦
初
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
「
国
際
」
展
が
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
展
の
開
催
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
協
力

に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
出
品
作
は
、
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
を
は
じ
め
ジ
ョ

ル
ジ
ュ
・
ユ
ニ
ェ
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
、
ハ
ン
ス
・
ベ
ル
メ
ー
ル
、

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ブ
ロ
ー
ネ
ル
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
か
ら
送
ら
れ
た
作
品
・
資
料
が
大
半
を
占
め
た
。
そ

の
具
体
的
内
訳
は
、
水
彩
六
点
、
デ
ッ
サ
ン
三
一
点
、
グ
ワ
ッ
シ
ュ
三
点
、
コ

ラ
ー
ジ
ュ
五
点
、
版
画
一
六
点
、
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
二
点
、
写
真
二
九
五
点
、

「
妙
屍
体
の
合
作
」
四
点
、
ロ
ン
ド
ン
展
の
記
録
四
点
（
写
真
三
・
ポ
ス
タ
ー

一
）、
肖
像
七
点
、
子
供
の
絵
画
四
点
、
原
稿
・
文
献
（
点
数
不
明
）
で
あ
る

B

。

出
品
作
家
は
四
一
名
を
数
え
、
当
時
日
本
で
も
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
た
人
物
の
名
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ
の

実
作
が
初
め
て
日
本
の
観
衆
の
前
に
登
場
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
る
が
、
全
体

と
し
て
は
、
ア
イ
リ
ー
ン
・
エ
イ
ガ
ー
ら
前
年
の
ロ
ン
ド
ン
展
で
展
示
さ
れ
た

イ
ギ
リ
ス
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
が
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
早
い
事
例
と

な
っ
た
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
展
の
「
海
外
委
員
」
と
し
て
名
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
、
ユ

ニ
ェ
、
ペ
ン
ロ
ー
ズ
は
、
前
年
の
ロ
ン
ド
ン
展
【
図
３
】
の
組
織
委
員
で
あ
り
、

同
展
の
記
録
写
真
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
既
述
の
通
り
、
瀧
口
は
ロ
ン
ド
ン
展

に
つ
い
て
開
催
直
後
か
ら
積
極
的
に
詳
報
を
伝
え
て
お
り
、
本
展
に
は
ロ
ン
ド

ン
展
の
継
承
と
し
て
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
展

と
ロ
ン
ド
ン
展
が
そ
の
具
体
的
出
品
作
品
に
お
い
て
必
ず
し
も
重
な
る
部
分
が
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大
き
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
結

局
こ
の
展
覧
会
が
ロ
ン
ド
ン
展
と

異
な
り
、
自
国
の
作
家
の
作
品
を

一
切
含
ま
な
か
っ
た
こ
と
は
先
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

二　

展
覧
会
の
目
的

で
は
、
本
展
開
催
に
あ
た
り
、

企
画
者
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
展
覧
会
の
目
録
冒

頭
で
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
関
心
を
持
つ
芸
術
家
や
「
一
般
知
的
雰
囲

気
」
に
「
果
敢
な
る
呼
掛
け
」
や
「
新
ら
し
い
戦
慄
」
を
与
え
る
と
い
う
目
的

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

C

。
こ
れ
は
、
瀧
口
と
山
中
の
い
わ
ば
共
同
宣
言
で
あ
っ

た
。
一
方
で
、『
ア
ル
バ
ム
』
の
緒
言
（
瀧
口
筆
）
や
山
中
の
展
覧
会
「
報
告

書
」
に
は
幾
分
控
え
め
な
態
度
も
う
か
が
え
る
。
前
者
は
本
展
を
「
素
描
、
小

点
、
写
真
等
に
限
ら
れ
た
と
は
謂
へ

0

0

0

0

」（
傍
点
筆
者
）
綜
合
的
な
「
紹
介
展
」

と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
、
後
者
の
報
告
書
で
は
、
こ
の
展
覧
会
に
よ
っ
て
最
近
の
国

際
的
動
向
の
紹
介
や
未
知
の
作
品
に
接
す
る
機
会
を
提
供
で
き
た
こ
と
に
意
義

を
認
め
つ
つ
、「
既
に
わ
れ
わ
れ
が
外
国
雑
誌
に
於
て
、
散
見
し
来
つ
た
も
の
」

が
多
か
っ
た
こ
と
、
系
統
的
収
集
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
点
と
し
て

挙
げ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
山
中
に
と
っ
て
は
、
当
初
の
目
論
見
で
は
「
資
料
展

と
し
て
開
催
す
る
つ
も
り
で
、
主
に
写
真
、
カ
タ
ロ
グ
、
ポ
ス
タ
ー
、
其
の
他

の
印
刷
物
の
送
付
方
を
各
国
の
グ
ル
ー
プ
に
依
頼
し
た
」
と
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
か
ら
デ
ッ
サ
ン
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
等
の
作
品
も
送

ら
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
「
準
作
品
展
と
し
て
の
意
義
を
有

す
る
」
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
系
統
的
収
集
が
困
難
で
あ
っ
た
の
も
首

肯
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
日
本
か
ら
の
出
品
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
諸

君
に
対
す
る
友
誼
的
な
平
手
打
ち
」
で
あ
る
と
手
厳
し
い
。
つ
ま
り
、
会
場
の

広
さ
な
ど
の
物
理
的
制
約
を
除
け
ば
、
選
出
に
相
応
し
い
作
品
や
「
有
力
な
グ

ル
ー
プ
機
関
」
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

D

。

瀧
口
と
山
中
が
こ
の
よ
う
な
展
覧
会
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
背
景
に
は
、

ひ
と
つ
に
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
受
容
の
あ
り
方
へ
の

不
信
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
詩
誌
や

美
術
雑
誌
を
通
じ
て
日
本
で
紹
介
さ
れ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、
三
〇
年
代

後
半
の
展
覧
会
開
催
当
時
す
で
に
、
戦
時
下
体
制
と
文
化
思
想
統
制
の
も
と
で

抑
圧
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
美
術
界
の
内
部
か
ら
そ
の
「
没

落
」
が
叫
ば
れ
て
も
い
た

E

。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
瀧
口
と
山
中
は
改
め

て
、
日
本
で
は
未
だ
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
十
分
に
理
解
も
「
消
化
」
も
さ
れ

て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
「
発
展
」
と
国
際
的
な
位
置
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
戒
め
に
も
似
た
提
言
を
残
し
て
い
る

F

。
当
時
の
日
本
は
、
政
治
的
、
文
化

的
、
物
理
的
条
件
等
に
お
い
て
、
総
合
的
に
考
え
て
大
規
模
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

図3　シュルレアリスム国際展 会場写真
　　　（1936年、ニュー・バーリントン画廊、ロンドン）
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ス
ム
国
際
展
の
開
催
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た

G

。
そ
れ
で
も
な
お
、
浅

薄
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
受
容
が
横
行
す
る
状
況
の
中
で
、
あ
る
種
の
啓
発
や

カ
ン
フ
ル
剤
と
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
具
体
的
成
果
の
提
示
が
何
と
し
て

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

三　

展
覧
会
の
受
容
と
場
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

と
こ
ろ
で
本
展
は
、
先
行
例
と
し
て
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
「
巴
里
・
東
京

新
興
美
術
展
覧
会
」
に
比
べ
、
残
さ
れ
た
同
時
期
の
言
説
が
明
ら
か
に
少
な

い
。
幾
つ
か
見
つ
か
る
展
評
も
、
け
っ
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
い

H

。
一
方

で
、
写
真
家
た
ち
か
ら
は
好
意
的
な
批
評
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る

I

。
美
術
界
の

歴
々
か
ら
の
言
及
が
少
な
い
の
は
、
会
場
選
択
の
所
以
も
あ
る
だ
ろ
う
。「
巴

里
・
東
京
新
興
美
術
展
覧
会
」
が
国
内
初
の
公
的
美
術
館
で
あ
る
東
京
府
美
術

館
を
会
場
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
本
展
は
日
本
サ
ロ
ン
と
い
う
銀
座
の
小
さ

な
新
興
貸
し
画
廊
を
会
場
と
し
て
い
る
。
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
は
長
ら

く
詳
細
が
不
明
で
あ
っ
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
り
、
こ
こ
が
西
山
清
と
い
う

写
真
家
が
開
設
し
た
画
廊
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た

J

。
日
本
サ
ロ
ン

は
、
そ
の
短
い
活
動
期
間
の
中
で
、
写
真
展
の
み
な
ら
ず
「
黒
色
洋
画
」
展

（
一
九
三
七
年
六
月
一
日
〜
五
日
）
な
ど
、
若
手
の
前
衛
的
な
美
術
グ
ル
ー
プ

展
も
開
催
し
て
い
た
が
、
当
初
は
プ
レ
ザ
ン
ト
ク
ラ
ブ
と
い
う
新
興
写
真
グ

ル
ー
プ
専
用
の
展
示
会
場
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う

K

。
よ
っ
て
、
同
画
廊
の
主

な
客
層
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
含
む
写
真
家
た
ち
や
先
鋭
的
な
美
術
に
興
味
を
も

つ
制
作
者
や
批
評
家
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
と
く
に
本
稿
で

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
当
時
の
銀
座
と
い
う
場
が
一
九
三
〇
年
代
東
京
に
お
け

る
「
街
頭
展
」
の
中
心
地
で
あ
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
新
拠
点
で
あ
っ
た
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
ス
ト
リ
ー
ト
と
の
関
係
は
し
ば
し
ば
論

じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
場
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
総
合
的
に
鑑

み
る
な
ら
ば
、
本
展
は
─
─
公
的
、
サ
ロ
ン
的
と
い
う
よ
り
も
─
─
ス
ト
リ
ー

ト
的
な
写
真=

美
術
展
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
展
の
同
時
代

的
受
容
は
、
本
展
の
こ
う
し
た
性
格
を
照
射
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
本
展
を
本
質
的
に
は
写
真
展
で
あ
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら

捉
え
直
す
と
し
て
も
、
そ
こ
に
展
示
さ
れ
た
品
々
を
創
作
写
真
の
側
面
か
ら
考

え
る
な
ら
ば
、
本
展
の
意
義
の
再
考
と
し
て
は
不
十
分
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
展
覧
会
全
体
の
意
義
を
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
な
作
品
の
質
と
そ
の
体
験
と

い
う
「
展
覧
会
」
制
度
が
暗
黙
に
包
含
す
る
価
値
基
準
を
前
提
に
評
価
し
よ
う

す
る
と
き
、
そ
の
出
品
作
の
多
く
が
複
製
写
真
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
重
大

な
瑕
疵
と
な
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
山
中
自
身
も
言
う
よ
う

に
、
複
製
図
版
で
あ
れ
ば
す
で
に
数
多
く
の
作
品
が
美
術
雑
誌
等
を
通
じ
て
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
作
品
の
サ
イ
ズ
感
や
マ
テ
ィ
エ
ー
ル
な
ど
複
製
写
真

が
与
え
る
物
理
的
情
報
は
実
物
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
少
な
い
。（
山
中
の
い
う

「
準
作
品
展
」
と
い
う
控
え
め
な
言
葉
は
、
そ
う
し
た
誹
り
に
た
い
す
る
予
め

用
意
さ
れ
た
自
己
弁
護
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。）
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込
む
こ
と
は
割
愛
す
る

M

。
本
節
で
注
目
し
た
い
の
は
、
瀧
口
の
写
真
論
が
写
真

と
印
刷
（
技
術
）
の
親
和
性
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

瀧
口
は
、
展
覧
会
開
催
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」

（
一
九
三
八
）
と
い
う
論
考
に
お
い
て
、「
写
真
は
今
日
、
普
遍
的
な
一
種
の
言

語
と
し
て
、
欲
す
る
な
ら
ば
何
人
も
そ
の
表
現
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か

ら
、
写
真
は
光
線
言
語
と
呼
ん
で
も
い
い
も
の
だ
。
そ
し
て
同
時
に
印
刷
技
術

の
発
達
は
、
写
真
を
一
層
普
遍
化
し
、
文
字
の
活
字
以
上
に
、
謂
わ
ば
光
線

活
字
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
議
論
か
ら
、
瀧
口
は

「
フ
ォ
ト
ポ
エ
ジ
イ
」
の
実
践
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
さ
ら
に
、
ブ
ル
ト
ン
の

『
ナ
ジ
ャ
』
に
お
け
る
挿
図
写
真
の
意
義
や
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
と
絵
画
、

写
真
の
合
体
（
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）
が
マ
ン
・
レ
イ
や
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ア
ジ
ェ
と
と

も
に
言
及
さ
れ
、
瀧
口
は
「
私
は
日
本
で
も
、
こ
う
し
た
美
し
い
結
合
の
本
を

造
り
た
い
と
夢
想
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る

N

。

二
〇
世
紀
初
頭
に
パ
リ
の
詩
人
た
ち
が
は
じ
め
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お

い
て
、
言
語
的
な
も
の
と
視
覚
的
な
も
の
が
融
合
す
る
場
と
し
て
書
物
や
雑
誌

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
論
を
俟

た
な
い
。
そ
れ
は
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
本
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
れ
、
機

関
誌
で
あ
れ
、
芸
術
雑
誌
で
あ
れ
、
誌
面
は
常
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の

思
考
の
場
で
あ
っ
た

O

。
そ
れ
ら
の
頁
の
な
か
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
油
彩
画
や
デ
ッ
サ
ン
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
っ
た
形
式
の
違
い
を
超
え

で
は
、
本
展
が
こ
の
会
場
の
選
択
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
複
製
写
真
の
展
示

に
よ
っ
て
こ
そ
獲
得
し
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
意
義
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
議
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
実
は
本
展
の
企
画
・
実
施
者
で
あ
る
瀧
口
自
身

が
、
複
製
写
真
の
意
義
を
語
り
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
展
示
す
る
こ
と
の
意
味
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
も
う
一
度
そ
の
意
味
を

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
理
念
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
「
提
示

／
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題
と
無
関
係
で
は
な
い
か
ら
だ
。

四　

瀧
口
の
写
真
論
と
二
つ
の
「
版
の
力
」
─
─
ポ
エ
ジ
ー
の
生
成

◎
「
光
線
活
字
」
と
し
て
の
印
刷
写
真
と
ポ
エ
ジ
ー
の
生
成

瀧
口
は
本
展
の
前
後
か
ら
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
写
真
に
つ
い
て
数
多
く

の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
写
真
論
で
は
、
写

真
の
特
質
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
技
術
的
側
面
や
芸
術
と
し
て

の
可
能
性
が
熱
心
に
考
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
写
真
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の

オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
や
オ
ブ
ジ
ェ
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
盛
ん
に
議
論
さ
れ

て
い
る

L

。
こ
う
し
た
瀧
口
の
写
真
論
は
、
本
展
の
展
示
作
品
と
と
も
に
、
当
時

の
日
本
の
写
真
界
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
受

容
の
様
相
や
日
本
に
お
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
写
真
の
歴
史
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
数
多
く
の
論
考
が
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
こ
の
問
題
に
踏
み
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て
、
複
製
図
版
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
イ
メ
ー
ジ
も
詩

的
な
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
テ
ク
ス
ト
も
視
覚
的
な
も
の
と
し
て
「
コ
ラ
ー

ジ
ュ
」
さ
れ
る
。
瀧
口
の
い
う
「
フ
ォ
ト
ポ
エ
ジ
イ
」
は
、
一
九
世
紀
以
来
の

リ
ー
ブ
ル
・
ダ
ル
テ
ィ
ス
ト
の
流
れ
の
中
で
も
、
テ
ク
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
の
結

合
に
つ
い
て
よ
り
切
実
な
議
論
と
実
践
を
行
っ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
本
（
と

そ
こ
に
お
け
る
詩
的
イ
マ
ー
ジ
ュ
）
の
問
題
圏
と
直
接
的
に
繋
が
っ
て
い
る

P

。

ブ
ル
ト
ン
は
、
オ
ブ
ジ
ェ
を
造
形
的
・
美
学
的
観
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と
を

拒
否
し
、「
イ
メ
ー
ジ
の
力
」
の
み
を
認
め
、
ゆ
え
に
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト

が
オ
ブ
ジ
ェ
自
体
を
展
示
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、
そ
の
写
真
複
製
（
イ
メ
ー

ジ
）
を
多
用
し
た
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

Q
。
つ
ま
り
、
オ
ブ
ジ
ェ
や
絵
画
、
写

真
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
て
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

様
々
な
修
辞
法
に
よ
っ
て
結
合
す
る
こ
と
に
開
か
れ
た
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
れ
は
、
瀧
口
の
い
う
「
光
線
言
語
」
や
「
光
線
活
字
」
と
い
う
発
想

と
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
超
え
て
イ
メ
ー

ジ
を
「
普
遍
化
」
さ
せ
る
版
の
力
で
あ
る
。

た
し
か
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ
は
印
刷
や
複
製
媒
体
と
親
和
性

が
高
く

R

、
画
家
た
ち
も
版
の
力
を
跳
板
と
し
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
的

イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
手

業
や
筆
触
か
ら
の
解
放
を
求
め
、
そ
の
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
の
剽
窃
を
称
揚
し
、

二
〇
世
紀
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
体
系
的
に
理
論
化
し
た
の
は
ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
で

あ
っ
た

S

。
た
と
え
ば
彼
が
高
く
評
価
し
た
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
は
、
雑
誌

な
ど
の
印
刷
物
を
自
ら
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
起
点
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
切
り
貼

り
さ
れ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
（
パ
ピ
エ
・
コ
レ
）
を
わ
ざ
わ
ざ
写
真
で
複
製
し
、
継

ぎ
目
を
隠
し
て
再
制
作
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
瀧
口
が
一
九
三
〇
年

代
の
初
頭
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
、
ア
ラ
ゴ
ン
や
エ
ル
ン
ス
ト
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ

論
を
翻
訳
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
こ
う
し
た

親
和
性
を
瀧
口
自
身
も
理
解
、
あ
る
い
は
内
面
化
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
。

◎
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
複
製
と
い
う
二
項
対
立
の
無
化

以
上
の
よ
う
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
理
念
や
実
践
の
論
理
的
帰
結
を
考
え

れ
ば
、
広
い
意
味
で
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
お
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
の
間
に
価
値
の
優
劣
は
存
在

し
な
い
。
瀧
口
に
と
っ
て
も
、
印
画
・
印
刷
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
版
の
力
に

よ
っ
て
普
遍
化
さ
れ
、
そ
う
し
た
境
界
を
越
え
て
純
粋
な
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
生

成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
展
を
作
品
の
唯
一
性
と
体

験
の
希
少
性
に
支
え
ら
れ
た
展
覧
会
で
は
な
く
、
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
生
成
に
関

わ
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
実
践
の
た
め
の
ト
ポ
ス
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。

そ
の
こ
と
を
考
察
す
る
た
め
に
、
本
展
に
お
け
る
「
写
真
」
の
具
体
的
な
展

示
方
法
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
カ
タ
ロ
グ
と
展
示
空
間
の
双
方
か
ら
改
め

て
み
て
お
こ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
本
展
に
は
二
九
五
点
と
い
う
実
に
全
体
の
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約
八
割
を
占
め
る
写
真
が
展
示
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
頃
す
で
に
写
真

家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
ド
ラ
・
マ
ー
ル
の
《
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
》（
一
九
三

六
年
）
や
、
当
時
瀧
口
が
映
画
監
督
と
し
て
も
注
目
し
て
い
た
ハ
ン
フ
リ
ー
・

ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
の
写
真
作
品
な
ど
、「
創
作
的
写
真
」
が
含
ま
れ
て
い
た

T

。
一

方
で
、
そ
の
大
半
は
、
た
と
え
ば
当
時
か
ら
雑
誌
等
に
頻
繁
に
複
製
さ
れ
た

ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
デ
・
キ
リ
コ
《
愛
の
歌
》（
一
九
一
四
）
や
、
日
本
初
公
開
の

ダ
リ
《
悼
ま
し
き
遊
戯
》（
一
九
二
九
）、
ブ
ル
ト
ン
の
ポ
エ
ム=

オ
ブ
ジ
ェ

《
象
徴
的
機
能
の
オ
ブ
ジ
ェ
》、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
《
夜
の
天

幕
》（
一
九
三
一
）
な
ど
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
や
オ
ブ
ジ
ェ
を
撮
影

し
た
複
製
写
真
で
あ
っ
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
が
展
示
空
間
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
示
さ

れ
て
い
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
本
展
目
録
で
は
、
こ
こ
で
い
う
写
真
が
「
絵

画
複
製
・
オ
ブ
ジ
ェ
・
創
作
的
写
真
」
を
含
む
と
さ
れ
て
お
り

U

、
カ
タ
ロ
グ
で

は
こ
れ
ら
「
写
真
」
の
種
差
は
あ
る
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る

V

。
し
か

し
、
個
々
の
図
版
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
作
品
が
創
作
写
真
で
あ
り
、
複

製
写
真
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
記
載
さ
れ
た
各
々
の
作
品
情
報
か
ら
判
別
す
る

こ
と
は
難
し
い
。
つ
ま
り
、
実
質
的
な
個
々
の
作
品
の
提
示
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
同
じ
位

相
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
タ
ロ
グ
は
印
刷
物
で
あ
り
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
な
し

に
写
真
の
種
差
が
視
覚
的
に
判
別
さ
れ
な
い
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
、
本
展
で
は
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
包
括
性
が
展
示
空

間
に
も
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
創
作

写
真
と
複
製
写
真
（
と
そ
の
他
の
作

品
）
は
、
実
際
の
展
示
空
間
に
お
い

て
も
ま
た
、
明
確
に
は
区
別
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
よ
う
な
の
だ
。
残
さ
れ

た
会
場
写
真
を
み
る
と
、
壁
の
一
面

で
は
、
サ
イ
ズ
が
比
較
的
大
き
な
版

画
等
が
額
装
の
う
え
二
列
に
並
べ
ら

れ
て
い
る
が
、
別
の
壁
面
で
は
、
多

数
の
写
真
や
紙
作
品
が
、
白
い
台
紙

の
よ
う
な
ボ
ー
ド
に
寄
せ
集
め
ら
れ

て
い
る
。【
図
４
】
具
体
的
な
作
品

の
並
び
や
配
列
方
針
は
ほ
と
ん
ど
不

明
で
あ
る
も
の
の
、
多
様
な
イ
メ
ー

ジ
が
一
覧
表
の
よ
う
に
並
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る

W

。
当
時
の
銀
座

の
写
真
展
で
み
ら
れ
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム

的
な
写
真
展
示
の
手
法
と
比
較
し
て

も
、
そ
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る

X

。

「
野
島
康
三
作
、
写
真
・
女
の
顔
二

〇
点
」
展
（
一
九
三
三
年
、
銀
座

図4-1　「海外超現実主義作品展」会場写真 二階窓側壁面
　　　 （1937年、日本サロン、東京）

図4-2　「海外超現実主義作品展」会場写真 二階階段側壁面
　　　 （1937年、日本サロン、東京）
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紀
伊
國
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
東
京
）

【
図
５
】
と
本
展
で
は
、
出
品
点

数
や
個
展
／
グ
ル
ー
プ
展
の
相
違

を
考
え
る
と
単
純
に
比
較
は
で
き

な
い
。
た
だ
、
両
者
の
会
場
の
場

所
や
性
格
が
比
較
的
近
く
、
基
本

的
な
展
示
方
法
へ
の
意
識
と
い
う

意
味
で
参
照
す
れ
ば
、
野
島
展
の

会
場
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
原
弘

は
、
陳
列
の
際
に
ガ
ラ
ス
を
用
い

な
い
と
い
う
工
夫
や
、
視
覚
的
統

一
へ
の
配
慮
、
写
真
展
に
適
し
た
作
品
配
列
の
間
隔
と
高
さ
、
会
場
内
の
色
調

や
鑑
賞
者
の
疲
労
へ
の
考
慮
等
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
写
真
の
展
示
手
法
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
。

一
方
、
本
展
で
は
創
作
写
真
と
複
製
写
真
の
区
別
の
曖
昧
さ
、
メ
デ
ィ
ア
の

固
有
性
や
種
差
へ
の
配
慮
よ
り
も
、
イ
メ
ー
ジ
を
一
覧
表
的
に
、
あ
る
い
は
網

羅
的
に
展
望
す
る
こ
と
へ
の
欲
望
が
垣
間
み
え
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
明
ら

か
に
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
や
各
々
の
写
真
（
作
品
）
の
自
律
的
展
示
と
は
異
な

る
理
念
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
展
示
の
諸
相
は
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
議
論
の
み
な
ら
ず
、
ア
ン
ド

レ
・
マ
ル
ロ
ー
の
提
示
し
た
「
空
想
美
術
館
」
の
構
想
さ
え
想
起
さ
せ
る
よ
う

な
展
示
（
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
）
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

Y

。

五　

瀧
口
の
写
真
論
と
二
つ
の
「
版
の
力
」
─
─
写
真
の
社
会
的
機
能

で
は
、
瀧
口
に
と
っ
て
版
の
力
は
、
展
覧
会
の
展
示
空
間
で
ど
の
よ
う
に
機

能
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
美
術
作
品
の
複
製
写
真
を
展
示
す
る
こ
と
に

は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る

と
き
、
も
う
ひ
と
つ
の
版
の
力
、
す
な
わ
ち
写
真
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
の

瀧
口
の
考
え
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

瀧
口
は
、
一
九
四
〇
年
に
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
誌
に
寄
せ
て
「
美
術
作
品

を
対
象
と
す
る
写
真
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
瀧
口

は
ま
ず
、
一
九
四
〇
年
版
の
フ
ラ
ン
ス
写
真
年
鑑
の
巻
頭
論
文
タ
イ
ト
ル
で
あ

る
「
美
術
に
奉
仕
す
る
写
真
（La	Photographie	au	Service	de	l ’art

）」

と
い
う
言
葉
を
引
き
合
い
に
、
美
術
作
品
の
撮
影
や
、
そ
う
し
た
写
真
の
文
化

的
出
版
を
め
ぐ
る
問
題
を
論
じ
て
い
る

Z

。
そ
の
上
で
瀧
口
は
、「
美
術
に
奉
仕

す
る
写
真
」
は
無
味
乾
燥
な
複
製
写
真
で
は
な
く
、「
特
殊
な
領
域
に
ま
で
発

展
」
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
際
、「
広
く
美
術
の
文
化
的
機
関
（
画

壇
内
の
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
・
美
術
出
版
・
国
家
の
美
術
文
化
施
設
、
海
外

宣
伝
等
）
と
の
結
合
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
印
刷
技
術
の
発
展
や

写
真
家
自
身
の
知
性
と
芸
術
的
資
質
、
撮
影
技
術
な
ど
を
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
な

ど
を
挙
げ
て
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
当
時
の
文
化
政
策
と
し
て
写

図5　 「野島康三作、写真・女の顔20点」展 会場写真
　　 （1933年、銀座紀伊國屋ギャラリー、東京）
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真
が
対
外
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
動
員
さ
れ
て
ゆ
く
状
況
と
の
複
雑
な
関
係
を
読

み
込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
の
関
心
に
従
っ
て
さ
ら
に
本
文

を
読
み
進
め
る
と
、
瀧
口
は
「
世
界
美
術
全
集
」
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、

「
こ
の
種
の
総
合
的
な
写
真
集
は
、
何
と
言
っ
て
も
高
価
」
で
あ
り
、「
書
物
の

与
え
る
効
果
は
結
局
一
部
の
読
書
階
級
に
利
用
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
が
「
大
衆
の
視
覚
的
享
受
の
機
能
」
を
担
っ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
た
上
で
、「
写
真
に
よ
る
日
本
文
化
史
博
物
館
」
の
着
想
を
披
露
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
様
々
な
造
形
物
の
複
製
写
真
を
、
書
物
の
頁
だ
け
で
な
く
壁
面

に
「
機
能
的
」
に
展
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
な
る
複
製
と
し
て
の
属
性
を

脱
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
る
観
念
の
総
合
的
・
体
系
的
理
解
が
─
─
書
物
と
は

異
な
る
受
容
層
に
も
─
─
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
理
解
や
提
示
が
俎
上
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
重
要
な
の
は
、
こ
こ
で
明
確
に
作
品
展
示
に

お
け
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
の
価
値
が
攪
乱
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
機
械
的
に
複
製
さ
れ
た
写
真
が
「
大
衆
」
へ
の
訴
求
力
を
も
つ
と
い
う
考

え
方
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
と
そ
の
伝
播
に
お
い
て
も

適
用
さ
れ
う
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
瀧
口
の
こ
う
し
た
発
想
に
つ
い

て
、
彼
の
身
近
な
「
或
る
美
術
家
」
は
一
笑
に
付
し
た
と
い
う
。
だ
が
瀧
口

は
、
そ
の
反
応
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、「
美
術
に
奉
仕
す
る
写
真
」
は
然
る

べ
き
手
法
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
複
製
と
し
て
の
第
二
義
的
な
価

値
か
ら
独
立
し
て
、
写
真
的
な
訴
求
力
に
よ
る
健
全
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
創
造

す
る
」
と
述
べ
る

a

。

美
術
作
品
の
複
製
写
真
の
展
示
に
お
け
る
「
然
る
べ
き
手
法
」
と
は
何
か
。

あ
る
い
は
「
健
全
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」
と
い
う
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
翌
年
の

逮
捕
・
拘
留
に
よ
り
、
実
質
的
に
戦
後
ま
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
つ
い
て
語

る
こ
と
の
な
か
っ
た
瀧
口
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
こ
の
時
期
そ
れ
以
上
踏
み

込
ん
だ
議
論
を
開
陳
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
写
真
を

「
大
衆
の
視
覚
的
享
受
」
に
提
供
し
、
そ
の
訴
求
力
が
も
た
ら
す
社
会
的
機
能

に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
す
る
議
論
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
い
て
真
新

し
い
も
の
で
は
な
い

b

。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
瀧
口
の
写
真
論
の
展
開
─
─
と
く

に
複
製
技
術
の
意
義
、
写
真
に
よ
る
芸
術
鑑
賞
の
変
化
、
従
来
的
な
芸
術
や
絵

画
の
特
権
的
占
有
か
ら
の
解
放
な
ど
─
─
は
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の

「
写
真
小
史
」
か
ら
「
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
」
に
い
た
る
写
真
論
を
想

起
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
著
作
が
未
だ
お

そ
ら
く
日
本
で
は
広
く
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

c

	

、
同
時
代

の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
写
真
の
問
題
を
多
方
面
か
ら
論
じ
て
い
た
こ
の
作
家

の
著
作
を
瀧
口
が
熟
読
し
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
や

ア
ラ
ゴ
ン
、
ブ
ル
ト
ン
の
思
想
を
醸
成
し
た
芸
術
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ

る
脱
神
話
化
が
、
瀧
口
の
思
考
の
あ
る
一
面
を
形
成
し
、
日
本
の
近
代
に
お
け

る
機
械
的
複
製
の
意
義
を
め
ぐ
る
議
論
と
合
流
し
な
が
ら
、
芸
術
や
写
真
の
社

会
的
意
味
に
つ
い
て
の
考
察
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
当
時
の
瀧
口
の
言
説
に

も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
瀧
口
は
新
た
な
芸
術
の
一
形
態
と
し
て
の
写
真
に
つ
い

て
、
本
質
的
に
印
刷
な
ど
の
複
製
技
術
と
親
和
性
の
高
い
も
の
と
し
て
高
く
評

価
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
詩
や
絵
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
い
っ
た
表
現
形
式
を
超
え

て
頁
や
壁
の
面
に
「
普
遍
化
」
し
、
結
合
し
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
な
詩
的

イ
メ
ー
ジ
を
生
成
す
る
と
い
う
版
の
力
を
持
つ
。
そ
こ
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と

複
製
と
い
っ
た
区
別
は
重
要
で
は
な
い
。
創
作
写
真
で
あ
れ
、
す
で
に
あ
る
作

品
の
複
製
写
真
で
あ
れ
、
重
要
な
の
は
、
写
真
が
対
象
を
「
発
見
」
し
、
新
た

な
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

d

。
そ
し
て
、

瀧
口
に
と
っ
て
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
の
結
合
か
ら
得
ら
れ
る
「
ポ
エ
ジ
ー
」
は
、

広
く
社
会
に
働
き
か
け
る
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
版
の
力
に
の
っ
て
、
時
空
を

超
え
て
伝
播
し
、
拡
散
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
九
三
七
年
の
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
は
、
そ
の
出
品
作
の
ほ
と
ん
ど
が
写
真
で
あ
り
、
絵
画
や
オ

ブ
ジ
ェ
の
複
製
写
真
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ
の
提
示
に
お
い
て
何
ら
瑕
疵
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
国
内

で
制
作
さ
れ
た
作
品
が
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
い
か
な
る
理
念
的
・
物
理

的
理
由
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
こ
の
展
覧
会
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
「
作
品
」
と

し
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
的
な
詩
的
イ
メ
ー
ジ
を
生
成
・
伝
播
す
る
場
と
し

て
機
能
す
る
の
で
あ
る
。

結
び
に
か
え
て

本
稿
で
は
、
一
九
三
七
年
の
「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
」
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
「
国
際
」
展
と

し
て
の
意
義
を
、
複
製
写
真
の
展
示
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し
た
。
本
論
で
の

議
論
を
通
じ
て
み
え
て
き
た
の
は
、
本
展
が
ポ
エ
ジ
ー
を
生
成
す
る
と
こ
ろ
の

版
の
力
と
、
写
真
の
社
会
的
機
能
と
し
て
の
版
の
力
と
い
う
二
つ
の
複
製
の
力

を
跳
板
と
し
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
イ
メ
ー
ジ
と
理
念
、
そ
の
実
践
を
広

く
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
代

の
国
際
的
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
展
覧
会
の
流
れ
の
中
で
、
傍
観
的
な
「
紹

介
」
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

最
後
に
、
国
内
の
状
況
に
目
を
転
じ
て
い
え
ば
、
こ
の
展
覧
会
は
、
日
本
の

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
め
ぐ
る
画
壇
の
言
説
に
お
け
る
技
術
や
形
式
、
マ
テ
ィ

エ
ー
ル
の
優
位
に
対
し
て
、
批
評
的
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
戦
前
の
日
本
に
お

い
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
を
め
ぐ
る
言
説
は
、
主
に
そ
の
様
式
や
色

彩
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
上
の
マ
テ
ィ
エ
ー
ル
の
記
述
に
熱
心
で
あ
る
も
の
が
目
立

つ

e

。
す
な
わ
ち
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
作
品
の
物
理
的
特
性
と
そ
の
鑑
賞
を
通

じ
て
得
ら
れ
る
考
察
を
開
陳
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
言
い
換
え
る
こ

と
も
で
き
る

f

。
一
方
で
瀧
口
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
造
形
上
の
形
式
よ
り

も
、
そ
の
理
念
を
生
真
面
目
な
ほ
ど
に
精
確
に
理
解
し
、
提
示
し
よ
う
と
努
め

た
。
ブ
ル
ト
ン
が
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
が
オ
ブ
ジ
ェ
自
体
を
展
示
す
る
の
と
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同
じ
く
ら
い
、
そ
の
写
真
複
製
（
イ
メ
ー
ジ
）
を
多
用
し
た
」
こ
と
は
先
述
の

通
り
で
あ
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
オ
ブ
ジ
ェ
と

写
真
と
の
関
係
を
論
じ
始
め
た
瀧
口
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
一
九
三
七
年
の

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
複
製
を
め
ぐ
る
価
値
判
断
を
版
の
力

を
跳
板
と
し
て
軽
や
か
に
乗
り
越
え
、
日
本
の
画
壇
に
対
し
て
あ
る
種
の
批
評

的
な
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
提
示
し
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
そ
れ

が
、
同
時
代
の
美
術
家
に
一
笑
に
付
さ
れ
る
試
み
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。
だ
が

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
考
察
と
し
て
稿
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
展
は
、
戦
時
下
の
文
化
的
抑
圧
と
い
う
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
日
本
の
状

況
の
な
か
で
あ
ら
わ
れ
た
ひ
と
つ
の
記
念
碑
的
な
国
際
展
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
写
真
と
美
術
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
複
製
と
い
っ
た
様
々
な
境
界
を
超
え
出
て
、
版
の
力
に
よ
っ
て
拡
散
し
て

ゆ
く
非
常
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
で
あ
っ
た
。

註（１
）	　

名
古
屋
市
美
術
館
編
『
日
本
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
：1925–1945

』
名
古
屋

市
美
術
館
、
一
九
九
〇
年
。
速
水
豊
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
絵
画
と
日
本
：
イ
メ
ー

ジ
の
受
容
と
創
造
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
九
年
。
大
谷
省
吾
『
激
動
期

の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
：
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
日
本
の
絵
画
一
九
二
八-

一
九
五

三
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
六
年
。
黒
沢
義
輝
『
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
い

う
思
考
野
』
明
文
書
房
、
二
〇
一
六
年
。
五
十
殿
利
治
『
非
常
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
：

一
九
三
〇
年
代
帝
国
日
本
の
美
術
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
。V
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ほ
か
参
照
。

（
２
）	　

五
十
殿
『
非
常
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
前
掲
書
、
三
七
九
頁
。

（
３
）	　

ロ
ン
ド
ン
展
等
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
論
参
照
。
石
井
祐
子
『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の

彼
岸
：
マ
ッ
ク
ス
・
エ
ル
ン
ス
ト
の
制
作
と
展
示
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
四
年
、

一
〇
九
〜
一
二
五
頁
。

（
４
）	　

瀧
口
修
造
「
英
国
に
於
け
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
：
倫
敦
の
国
際
超
現
実
主
義

展
覧
会
」『
み
づ
ゑ
』
三
八
一
号
、
一
九
三
六
年
一
一
月
。（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瀧
口

修
造
（
一
一
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
、
五
一
六
〜
五
二
〇
頁
再
録
。）
な

お
、
以
降
、
本
稿
で
瀧
口
や
山
中
の
言
説
を
引
用
す
る
際
は
、
基
本
的
に
す
べ
て

旧
字
体
を
新
字
体
に
置
き
換
え
て
い
る
。

（
５
）	　

山
中
は
、
本
展
が
日
本
で
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
海
外
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
に
知
ら
せ
る
た
め
の
「
Ｐ
Ｒ
」
に
お
い
て
決

定
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。（
山
中
散
生
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
資
料
と
回
想
：

1919–1939

』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
一
五
四
頁
。）

（
６
）	　

一
般
公
開
は
一
〇
日
か
ら
で
、
お
よ
そ
一
週
間
の
会
期
で
三
千
人
余
り
の
入
場

者
に
恵
ま
れ
た
。
京
都
、
大
阪
、
名
古
屋
に
巡
回
（
福
井
で
は
別
途
規
模
を
縮
小

し
て
開
催
）
し
て
い
る
が
、
東
京
展
は
「
み
づ
ゑ
」
あ
る
い
は
春
鳥
会
が
「
主
催
」

と
広
報
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
註
１
に
挙
げ
た
文
献
等
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
７
）	　

た
だ
し
、
瀧
口
の
戦
前
の
資
料
は
東
京
大
空
襲
の
戦
火
で
焼
失
し
て
お
り
、
同

時
期
の
一
次
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
８
）	　

以
上
、
山
中
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
資
料
と
回
想
』
前
掲
書
、
一
五
四
頁
。

（
９
）	　
『
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
』
目
録
、
春
鳥
会
、
一
九
三
七
年
六
月
一
〇
日
発
行
、

『A
LBU

M
	SU
RRÉA

LIST
E

：
海
外
超
現
実
主
義
作
品
集
』『
み
づ
ゑ
』
臨
時
増

刊
号
、
春
鳥
会
、
一
九
三
七
年
五
月
。

（
10
）	　

山
中
に
宛
て
ら
れ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ユ
ニ
ェ
の
書
簡
（
一
九
三
七
年
七
月
二
四

日
付
、
パ
リ
）
お
よ
び
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ン
ロ
ー
ズ
の
書
簡
（
一
九
三
七
年
六
月

一
八
日
付
、
ロ
ン
ド
ン
）
参
照
。（
田
中
淳
一
（
他
）
編
訳
『
山
中
散
生
書
簡
資
料

集
』
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
、
八
頁
、
一
〇
頁
。）
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（
11
）	　
「
瀧
口
修
造
自
筆
年
譜
」
玉
川
薫
（
他
）
編
『
詩
人
と
美
術
：
瀧
口
修
造
の
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
展
』
瀧
口
修
造
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
六
三
頁
。

（
12
）	　

本
展
入
場
券
に
は
「
海
外
直
送
作
家
自
選
の
作
品
／
水
絵
・
素
描
・
版
画　

八

〇
点
／
作
品
写
真
・
資
料　

三
五
〇
点
」
と
あ
る
。

（
13
）	　
「『
み
づ
ゑ
』
主
催
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
に
就
て
」（
瀧
口
修
造
、
山
中
散
生
）

『
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
』
目
録
冒
頭
、
一
九
三
七
年
。

（
14
）	　

以
上
、
本
節
で
の
「
報
告
書
」
に
関
す
る
記
述
は
以
下
を
参
照
。
山
中
「
海
外

超
現
実
主
義
作
品
展
報
告
書
」『
み
づ
ゑ
』
三
九
〇
号
、
一
九
三
七
年
八
月
号
、
四

五
〜
四
六
頁
。

（
15
）	　

瀧
口
自
筆
年
譜
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
六
年
四
月
に
は
瀧
口
ら
の
研
究
会
に
「
特

高
刑
事
が
臨
席
」
す
る
よ
う
に
な
り
、
翌
年
暮
れ
に
は
「
人
民
戦
線
検
挙
」
が
始

ま
っ
て
「
暗
然
と
し
た
空
気
」
に
満
ち
て
い
た
と
い
う
。（
瀧
口
自
筆
年
譜
、
前
掲

書
、
一
六
三
頁
。）「
没
落
」
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
神
原
泰
「
超
現
実
主
義
の

没
落
：
日
本
に
於
け
る
超
現
実
主
義
は
何
故
か
く
も
た
わ
い
な
く
没
落
し
た
か
？
」

『
詩
・
現
実
』
第
一
冊
、
一
九
三
〇
年
、
三
三
〜
三
四
頁
。

（
16
）	　

瀧
口
「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
は
何
か
？
（
一
）」『
蝋
人
形
』
一
九
三
七
年
一

〇
月
（『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瀧
口
修
造
（
一
二
）』
み
す
ず
書
房
、
一
九
三
三
年
、
一

四
七
〜
一
四
八
頁
再
録
。）
お
よ
び
山
中
散
生
「
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
の
東
京

展
を
終
わ
っ
て
（
二
）」
日
刊
美
術
通
信
、
一
九
三
七
年
六
月
三
〇
日
。

（
17
）	　

瀧
口
は
一
九
三
五
年
『
カ
イ
エ
・
ダ
ー
ル
』
誌
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
特
集
号

に
お
い
て
も
日
本
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
苦
境
を
報
告
し
て
い
る
。T

akiguchi	
Shûzô.	 “A

u	Japon, ”	 C
ah

iers d
’art, “Surréalism

e, ”	Paris,	C.	Zervos,	vol.	
10,	no.	5–6,	1935,	p.	132.

（
18
）	　

た
と
え
ば
相
良
徳
三
は
一
九
三
七
年
六
月
一
六
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
で

（
展
評
で
は
な
い
が
）
本
展
に
言
及
し
、
超
現
実
主
義
を
「
精
神
病
的
」
と
一
蹴
す

る
。
ま
た
『
Ｖ
Ｏ
Ｕ
』
誌
に
は
「
此
処
に
は
殆
ど
そ
の
歴
史
が
指
示
さ
れ
て
居
る

に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
厳
し
い
評
が
寄
せ
ら
れ
た
。（
石
田
・
樹
原
「
Ｖ
Ｏ
Ｕ
批
評
」

〈
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
〉『
Ｖ
Ｏ
Ｕ
』
一
九
号
、
一
九
三
七
年
七
月
号
、
四
二

〜
四
三
頁
。）

（
19
）	　

写
真
家
の
花
和
銀
吾
は
、
本
展
を
高
く
評
価
し
た
う
え
で
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
に
つ
い
て
「
写
真
家
と
し
て
も
黙
殺
し
去
る
の
は
如
何
か
」
と
述
べ
る
。
花
和

「
写
真
画
に
於
け
る
超
現
実
主
義
の
発
展
」『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
一
九
三
八
年
五

月
（
竹
葉
丈
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
日
本
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
復
刻	

三
：
シ
ュ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
写
真
と
批
評
』
本
の
友
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
六
五
〜
一
七
〇

頁
再
録
。）

（
20
）	　

五
十
殿
に
よ
る
一
連
の
研
究
は
以
下
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
節
で
の
議
論

も
本
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
五
十
殿
『
非
常
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
前
掲
書
、

第
三
部
第
九
章
。

（
21
）	　

西
山
清
「
五
十
年
を
顧
み
て
」『
プ
レ
ザ
ン
ト
・
ク
ラ
ブ
五
〇
年
記
念
写
真
集
』

一
九
七
〇
年
。

（
22
）	　

瀧
口
の
写
真
論
は
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
瀧
口
修
造
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
〜

一
九
九
八
年
）
ほ
か
、『
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
写
真
と
批
評
』（
前
掲
書
）
に

再
録
。

（
23
）	　

光
田
由
里
「
昭
和
前
期
の
美
術
界
と
写
真
作
品
」『
昭
和
期
美
術
展
覧
会
の

研
究　

戦
前
篇
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
三
七
九
〜
三
九
〇

頁
。
谷
口
英
理
「
機
械
的
視
覚
メ
デ
ィ
ア
の
「
影
響
」
か
ら
み
る
昭
和
十
年
代
の

前
衛
絵
画
」
同
書
、
三
九
一
〜
四
〇
九
頁
。Jelena	Stojković,	 S

u
rrea

lism
 

a
n

d
 P

h
otogra

p
h

y in
 1930s J

a
p

a
n

: T
h

e Im
p

ossible A
va

n
t-G

a
rd

e, 

London,	Bloom
sbury	V

isual	A
rts,	2020

ほ
か
参
照
。

（
24
）	　

以
上
、
瀧
口
「
写
真
と
超
現
実
主
義
」『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
一
九
三
八
年
二
月

（『
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
写
真
と
批
評
』
前
掲
書
再
録
、
一
四
九
頁
。）

（
25
）	　

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
の
関
係
に
つ
い
て
は

以
下
に
詳
し
い
。Elza	A

dam
ow
icz,	 S

u
rrealist C

ollage in
 T

ext an
d

 

Im
age: D

issectin
g th

e E
xqu

isite C
orpse, Cam

bridge,	U
.K
.,	Cam

bridge	
U
niversity	Press,	2005	

（1998

）.	

エ
ル
ザ
・
ア
ダ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
（
永
井
敦
子
訳
）

「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
本
：
詩
人
と
画
家
は
対
峙
す
る
」
澤
田
直
編
『
異
貌
の
パ
リ

1919–1939

：
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
黒
人
芸
術
、
大
衆
文
化
』
水
声
社
、
二
〇
一

七
年
、
六
一
〜
七
八
頁
。

（
26
）	　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
山
中
も
同
様
の
テ
ー
マ
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
山
中

は
「
版
の
力
」
と
い
う
よ
り
も
、
写
真
は
あ
く
ま
で
も
「
カ
メ
ラ
」
と
い
う
機
械

を
作
っ
て
人
間
が
作
り
出
す
創
造
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、
複
製
技
術
と
し
て
の
写

真
と
い
う
も
の
に
は
あ
ま
り
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。



「海外超現実主義作品展」（一九三七年）における複製写真展示の意義 ── シュルレアリスム「国際」展の観点から ──

15

（
27
）	　

河
本
真
理
「〈
オ
ブ
ジ
ェ
〉
の
挑
発
：
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
／
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ

ス
ム
／
大
衆
文
化
が
交
錯
す
る
場
」
澤
田
直
編
『
異
貌
の
パ
リ1919–1939

』
前
掲

書
、
一
六
二
頁
。

（
28
）	　

林
道
郎
は
、
サ
イ
ズ
と
ス
ケ
ー
ル
の
観
点
か
ら
「
壁
の
絵
」
と
「
本
の
絵
」
を

対
比
さ
せ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
絵
画
が
「
本
の
絵
」
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
林
道
郎
「
移
植
さ
れ
た
ヴ
ェ
ー
ル
：
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
抽
象
表
現
主
義
へ
」

『
現
代
詩
手
帖
』
思
潮
社
、
第
四
四
巻
、
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
四
月
、
七
二
〜
七

九
頁
。）

（
29
）	　Louis	A

ragon,	 “La	peinture	au	défi, ”	dans	Exposition	de	collages,	
cat.	exp.,	Paris,	Galerie	Goem

ans,	Librairie	José	Corti,	1930.

（
ル
イ
・
ア

ラ
ゴ
ン
著
、
瀧
口
修
造
訳
「
侮
蔑
の
絵
画
」『
絵
画
論
研
究
』
金
星
堂
、
一
九
三
一

年
五
月
）
ほ
か
参
照
。

（
30
）	　

本
展
開
催
翌
年
の
一
九
三
八
年
一
二
月
、
瀧
口
は
ペ
ン
ロ
ー
ズ
に
宛
て
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
け
る
写
真
の
現
状
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う

熱
心
に
依
頼
す
る
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
誌
が
後
援
す

る
「
来
年
の
四
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
国
際
創
作
写
真
展
」
の
準
備
の

た
め
と
い
う
が
、
同
書
簡
の
中
で
、
と
り
わ
け
ジ
ェ
ニ
ン
グ
ス
の
最
近
の
動
向

を
教
え
て
欲
し
い
と
懇
請
し
て
い
る
。Letter	from

	T
akiguchi	to	Penrose,	

23/12/1938,	N
ational	Galleries	of	Scotland	A

rchive,	Ref_N
o:	GM

A
	

A
35/1/1/RPA

648.

（
31
）	　
「
写
真
と
あ
る
は
絵
画
複
製
・
オ
ブ
ジ
ェ
・
創
作
的
写
真
を
含
み
、
版
画
と
あ
る

は
自
作
エ
ッ
チ
ン
グ
・
石
版
を
含
む
」（『
海
外
超
現
実
主
義
作
品
展
』
出
品
目
録
、

前
掲
書
。）

（
32
）	　
『
ア
ル
バ
ム
』
の
目
次
で
は
、
掲
載
図
版
の
別
（「
原
色
版
」「
グ
ラ
ビ
ヤ
版
」「
写

真
版
」）
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）	　

作
家
や
サ
イ
ズ
等
に
よ
る
緩
や
か
な
ま
と
ま
り
が
一
部
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、

作
品
の
技
法
や
形
状
、
イ
メ
ー
ジ
の
内
容
に
よ
っ
て
系
統
だ
っ
た
分
類
や
統
一
的

展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
34
）	　

原
弘
「
写
真
展
覧
の
一
つ
の
形
式
と
し
て
」『
光
画
』
二
巻
八
号
、
光
画
社
、
一

九
三
三
年
八
月
、
復
刻
版
、
二
一
六
〜
二
一
七
頁
。
な
お
、
原
弘
と
瀧
口
は
一
九

四
〇
年
頃
と
も
に
『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
誌
等
の
写
真
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
た
。

（
35
）	　

マ
ル
ロ
ー
が
「
空
想
美
術
館
」
の
発
想
を
提
示
す
る
の
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら

で
あ
る
が
（A

ndré	M
alraux,	 L

e M
u

sée im
agin

aire,	Psycologie	de	l'A
rt	

1,	Genève,	Skira,	1947

）、
彼
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
瀧
口
の
マ
ル
ロ
ー
理
解
や
日
本
で
の
受
容
に

関
し
て
は
別
途
考
察
す
る
。

（
36
）	　

こ
こ
で
瀧
口
は
お
そ
ら
く
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
機
関
誌
『
革
命
に
奉
仕
す

る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
（Le	Surréalism

e	au	service	de	la	révolution

）』
誌

の
タ
イ
ト
ル
を
想
起
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
一
九
三
〇
年
七
月
か
ら

一
九
三
三
年
五
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
期
ブ
ル
ト
ン
は
共
産
党
と
複
雑

な
関
係
を
切
り
結
び
、
精
力
的
な
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
こ
の
雑
誌
の
タ

イ
ト
ル
に
ブ
ル
ト
ン
の
（
共
産
党
へ
の
）「
譲
歩
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
革
命
に
「
奉
仕
」
は
し
て
も

従
属
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
瀧
口
は
、
こ
の
時
期
の
ブ
ル

ト
ン
の
政
治
的
動
向
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
芸
術
観
と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
翻

訳
等
を
通
じ
て
熟
知
し
て
お
り	

、「
革
命
」
が
「
美
術
」
に
、「
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス

ム
」
が
「
写
真
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
か
た
ち
で
写
真
の
可
能
性
を
述
べ
る
と
き
、

瀧
口
が
写
真
を
美
術
に
対
し
て
副
次
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

（
37
）	　

以
上
、
瀧
口
「
美
術
作
品
を
対
象
と
す
る
写
真
」『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
一
九
四

〇
年
七
月
（『
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
写
真
と
批
評
』
前
掲
書
再
録
、
四
七
八
〜

四
七
九
頁
。）

（
38
）	　

一
九
二
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
構
成
主
義
と
「
印
刷
美
術
」
の
問
題
や
、
機

械
的
複
製
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ア
ー
ト
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。
北

澤
憲
昭
編
『
日
本
美
術
全
集
第
十
七
巻	

前
衛
と
モ
ダ
ン
』
小
学
館
、
二
〇
一
四
年
。

ま
た
、
五
十
殿
『
非
常
時
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』（
前
掲
書
）
に
お
い
て
も
、
一
九
二
〇

年
代
の
「
ペ
ン
と
カ
メ
ラ
の
同
調
」
や
三
〇
年
代
に
お
け
る
「
印
刷
さ
れ
た
写
真
」

の
広
が
り
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
瀧
口
の
議
論
を
こ
う
し
た
当
時
の
日
本
の
流
れ

の
中
で
精
察
す
る
こ
と
は
稿
を
改
め
た
い
。

（
39
）	　

久
野
収
「
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
の
邂
逅
」
久
野
収
・
佐
藤
康
彦
編
集

解
説
『
言
語
と
社
会
：
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
著
作
集
三
』
晶
文
社
、
一
九

八
一
年
、
一
二
二
頁
。
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（
40
）	　

瀧
口
は
、「
写
真
は
絵
画
の
表
面
の
触
覚
性
を
全
く
無
視
し
て
、
鏡
の
や
う
に

坦
々
と
し
て
澄
ん
で
い
る
」
と
し
、「
第
二
の
鏡
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
写
真
は

オ
ブ
ジ
ェ
の
精
神
を
表
現
す
る
に
最
も
適
切
で
、「
写
真
は
オ
ブ
ジ
ェ
を
発
見
し
、

吾
々
に
啓
示
す
る
機
能
で
あ
る
。
写
真
の
芸
術
性
は
も
し
存
在
す
る
な
ら
ば
其
処

か
ら
出
発
す
る
」
と
述
べ
る
。
瀧
口
「
物
体
と
写
真
：
特
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

の
オ
ブ
ジ
ェ
に
就
い
て
」『
フ
ォ
ト
タ
イ
ム
ス
』
一
九
三
八
年
八
月
。（『
シ
ュ
ー
ル

レ
ア
リ
ス
ム
の
写
真
と
批
評
』
前
掲
書
再
録
、
二
一
三
頁
。）

（
41
）	　

た
と
え
ば
以
下
を
参
照
。
川
路
柳
虹
「
超
現
実
主
義
と
ダ
ダ
イ
ズ
ム
」『
マ
チ
ス

以
降
』
一
九
三
〇
年
一
〇
月
、
八
七
頁
。
東
郷
青
児
「
解
題
」『
東
郷
青
児
画
集
』

一
九
三
一
年
九
月
、
一
三
頁
。
福
沢
一
郎
「
巴
里
東
京
新
興
美
術
展
覧
会
を
観
る
」

『
ア
ト
リ
ヱ
』
第
一
〇
巻
第
二
号
、
一
九
三
三
年
一
月
、
七
三
頁
。
佐
竹
喬
「
超
現

実
主
義
派
に
対
す
る
断
評
」
第
一
四
巻
第
八
号
、
一
九
三
七
年
八
月
、
二
六
頁
。

（
42
）	　

そ
れ
が
印
刷
を
通
じ
た
欧
米
の
近
代
美
術
の
受
容
の
あ
り
方
と
コ
イ
ン
の
裏
表

で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
時
に
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇

年
代
に
入
る
ま
で
パ
リ
で
過
ご
し
た
福
沢
一
郎
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
を
実
見
し
た
美
術
家
た
ち
が
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。

一
方
で
、
福
沢
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
瀧
口
は
、
戦
前
は
も
ち
ろ
ん
、
生
涯
に

二
度
（
一
九
五
八
年
と
七
三
年
）
渡
欧
・
渡
米
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

【
附
記
】

　

	

本
稿
は
、SU

RREA
LISM

S	2019:	2nd	Conference	of	the	International	Society
for	the	Study	of	Surrealism

	

（ISSS

）
で
行
っ
た
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
大
幅
な
加

筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
の
一
部
は
、JSPS

科
研
費	JP17K

13355
の

助
成
を
受
け
た
。
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